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道路工事による車線規制で隣の車線に合流する、駐車場などの道路外施設から車道に合流する、高速道

路で本線車道に合流するなど、走行中に合流しなければならない場面がいくつかありますが、合流の方法

を誤ると事故やトラブルにつながることがあります。そこで今回は、合流時における留意点についてまと

めてみました。

　片側２車線の道路で、工事のために1車線が通行止めにな

っている場合、通行止め側の車線（以下、規制車線といい

ます。）を走行している車は、隣の車線に進路変更する必

要が生じます。交通量が少ない道路であれば比較的容易に

進路変更ができても、交通量の多い道路ではなかなか進路

変更ができず、そのまま合流地点まで進行するというケー

スが少なくありません。そのような場合に、強引に合流し

ようとすると事故を起こす危険があるだけでなく、無謀な

割り込みと受け取られて「あおり運転」などを誘発してし

まうこともあります。

　そうした合流地点での事故やトラブルを避けるために、

１台ずつ交互に合流する方法（規制車線でない側の車が規

制車線側の車１台を合流させてから進み、その後ろの車も

規制車線側の次の車を合流させてから進むという方法）を

とるのがよいでしょう。

　なお、道路工事による車線規制では、その手前から警戒

標識や工事予告標示板等で車線減少や合流地点、工事箇所

までの距離などが示されていることがあります（図１）。

規制車線でない車線を走行中に警戒標識等を認めたときは、

規制車線側の車が自車線側に進路変更してくるかもしれな

いと予測して走行しましょう。

道路工事等での車線規制による合流

　コンビニエンスストアの駐車場など道路外施設から車道

に合流する場合、走行車両だけに注意を奪われて、歩道や

路側帯を通行する歩行者や自転車を見落としてしまうこと

があります。歩道や路側帯を横切って車道に出るときは、

歩行者や自転車の有無にかかわらず、駐車場施設や構内など、

公道以外でもその直前で一時停止することが義務づけられ

ていますので、それを必ず守り一時停止して歩道や路側帯

の安全確認を行わなければなりません。

 また、歩道や路側帯を塞ぐ形で停止し、合流待ちをしてい

る車もみられますが、これも避けなければなりません。合

流待ちをするときは、歩道もしくは路側帯の手前で停止す

るようにします。そして、合流できるタイミングを得たと

きは、再度歩道等の安全確認をしてから進行しましょう。

道路外施設からの合流
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降雪時や積雪時の安全走行のポイント

　インターチェンジから本線車道へ合流する時や、サー

ビスエリア等から本線車道に合流する場合、加速車線で

十分に加速します。これは本線車道を走行する車との速

度差を小さくするためです。速度差が大きい状態で合流

しようとすると、本線車道の車の流れを乱すことになり、

最悪の場合は衝突する危険があります。したがって、加

速車線を最大限に活用して加速することが重要なポイン

トであり、図２に示したような加速車線の途中での合流は、

加速が不十分なだけでなく、急な進路変更にもつながり

非常に危険なため避けなければなりません。

　また、合流する際は本線車道の状況を確認し、走行し

ている車の通行を妨げないようにしましょう。

※本線車道の走行車線を走行中に合流地点に接近した場

　合には、できれば合流地点の手前で後方の安全確認を

　したうえで車線変更をして、合流スペースを作り、合

　流しようとしている車がスムーズに進入できるように

　してあげましょう。

高速道路の本線車道への合流時

　Ｙ字型交差点で合流する場合は、自車が走行している

道路が優先かどうかを確認する必要があります。図３は、

Ｙ字型交差点における優先関係を示した道路標示で、Ａ

側の道路が優先となります。したがって、Ｂ側の道路を

走行している場合は、Ａ側の道路を走行している車の走

行を妨げてはなりませんので、合流する前に徐行もしく

は一時停止してＡ側の道路を走行してくる車の有無を確

認し、接近している車があるときは通過を待ち、安全が

確認されたら合流するようにします。

　優先関係を示した道路標示を見落とすと、自車が優先

だと勘違いしてしまうおそれがありますので注意しまし

ょう。

Ｙ字形交差点での合流時

左前方の電動キックボードが
駐車車両のために急に自社の前
に進路変更してきた場面

　右の標識は、「合流交通あり」の標識で、前方に

合流地点があることを示しています。この標識を見

かけたら、合流地点を早めに把握するとともに、見

通しの良い場所であれば接近してくる車や自転車が

ないかどうかを確認し、見通しの悪い場所の場合に

は、速度を落とし急な飛び出しに備えましょう。

道路標識にも注意を！

図２
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道路標示のある側の
道路(Ｂ)と交差する
前方の道路(Ａ)が優
先道路であることを
示しています。
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